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令和４年度山武市社会福祉協議会職員採用試験案内
山武市社会福祉協議会に勤務する職員を採用するため、試験を行います。

試験日時　　令和４年12月４日（日）　午前10時　　　　　

試験会場　　山武市社会福祉協議会

採用予定人数
区分 採用数 業務内容 採用予定日

一般職（事務）
初　級 １名 社会福祉協議会に関する業務全般 令和５年４月１日

受験資格
区分 資　　　　　　　　　　　　　　　　　格

一般職（事務）
初　級

○平成４年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校以上を卒業した
方（令和５年３月までに卒業見込みの方を含む）

※長期勤続によるキャリア成形を図るため、若年層の募集とします。

※詳しくは、山武市社会福祉協議会ホームページをご覧ください。

募集要領及び申込書　　社会福祉協議会事務局及び各連絡所窓口で配布しています。
受 付 期 間　　令和４年10月17日（月）から令和４年11月16日（水）＊必着
問い合せ・申込書の受付　　289-1306　山武市白幡１６２７番地
　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人山武市社会福祉協議会　
　　　　　　　　　　　　　電話　0475-82-7102　　http://sammushakyo.sakura.ne.jp

令和４年度 令和４年度 
「山武市健康福祉まつり」「山武市健康福祉まつり」中止中止のお知らせのお知らせ

　山武市健康福祉まつりは、新型コロナウイルス感染拡大防止及び来場者、参加者の皆さまの
健康と安全の確保を考慮し、中止することに決定いたしました。
　楽しみにされていた皆さまには誠に申し訳ございませんが、ご理解いただけますようお願い
いたします。 

問い合せ先　山武市社会福祉協議会事務局 
電話 ０４７５－８２－７１０２  

山武市白幡 1627（山武市成東⽼⼈福祉センター内）
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　福祉の仕事に情熱のある方、これまでの学びや経験を福祉の仕事に活かしたいという意欲のあ
る方、これからチャレンジしてみたい方も歓迎いたします。
＜本協議会が求める人材＞
　〇地域の関係者と顔が見える関係づくりができるコミュニケーション能力のある方
　〇常に笑顔で地域住民やボランティア等から信頼される、誠実さと責任感がある方
　〇人の話を聴くことができ、それをしっかり伝えることができる方
　〇課題を感じ取る力及び課題解決に向けた提案と内容をまとめ積極的に取り組む主体性をもっ
た方



　8月１８日にさんぶの森図書館イベントで「月と星のおはなし会」を開催しました。コロナ感染が
落ち着かない中、小学生と保護者４５名が抽選で参加しました。月の満ち欠けの模型を使ったおはな
しや七夕の星座を題材にした人形劇などで楽しい夏の一夜となりました。

　5月8日には「春のおはなし会～世界のおはなしめぐり」をさんぶの森文化ホールで開催しまし
た。手作りパスポートを手にアメリカからアフリカまでの世界5カ国のおはなしを聞きながらの世界一
周旅行でした。

　コロナ感染が拡散される前までは幼稚園・こども園・保育園を中心に年間２０回程の公演を行い、
毎年3月には東日本大震災復興支援公演も行ってきました。

　人形劇すぎのこは結成36年になります。現在は6人のメンバーで年間を通して毎週1回4時間程の
練習や道具作りの活動をしています。公演の始まる１０月からは特に忙しくなります。

　１０月からの公演に向け新作も完成し、益々円熟味を増しているように思われました。人形劇・お
はなし会等、幅広い活動をしている人形劇すぎのこの皆さんの今後の更なる活動を見守っていきた
いと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　　小川　純

地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介

人形劇　すぎのこ
山武地区山武地区
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山武地域脚
きゃっ

下
か

照
しょう

顧
こ

〜地元の歴史を散策しよう

成東地域地域フォーラムと食事会
　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
６
月
に
小
さ
な

区
域
で
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
地
区
自
治
会

館
に
お
い
て
食
事
会
を
催
し
ま
し
た
。

食
事
会
の
内
容
は
①
山
武
警
察
生
活

安
全
課
に
よ
る「
振
込
サ
ギ
講
座
」、

②「
き
ず
な
」夏
号
で
紹
介
さ
れ
た

「
え
に
し
の
会
」に
よ
る
民
謡
、
③
食

事
会
と
し
て
お
弁
当
を
用
意
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
私
た
ち
福
祉
推
進
員
６

名
を
入
れ
18
名
で
、
10
時
30
分
か
ら

13
時
00
分
ま
で
の
２
時
間
30
分
の
会

で
し
た
。

　

参
加
者
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
大
変
有
意
義
な
時

間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
東
地
区
社
協
と
し
て
は
、
地
域
を

区
切
っ
て
の「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

食
事
会
」は
、
コ
ロ
ナ
の
為
３
年
ぶ

り
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
回

っ
て
少
し
で
も
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
企
画
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　

成
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
長　

金
子　

鎌
吉

　
「
地
元
の
民
族
、
歴
史
文
化
を
知

ろ
う
」
の
合
言
葉
で
、
10
人
く
ら
い

が
旧
日
向
小
（
元
日
源
中
学
校
）
に

昨
年
の
11
月
12
日
に
集
ま
り
ま
し

た
。
玄
関
前
に
建
つ
伊
藤
左
千
夫
歌

碑
（
県
下
２
番
目
に
建
立
）
校
門
脇

の
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
「
少
年
よ
大
志

を
抱
け
」
の
碑
（
今
年
日
向
小
学
校

へ
移
転
）、
正
門
坂
下
の
土
屋
晴
翁

碑
。
そ
れ
ぞ
れ
建
立
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
知
っ
た
り
、
旧
日
向
小
前
の
小
山

が
宍
倉
城
跡
で
あ
っ
た
こ
と
、
旧
源

村
の
東
部
に
東
源
寺
（
現
在
不
動
堂

と
源
公
民
館
あ
り
）
が
在
る
話
に
及

ぶ
と
「
こ
の
地
に
も
こ
ん
な
歴
史
が

在
っ
た
ん
だ
あ
」
と
驚
き
の
声
が
上

が
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

地
域
文
化
に
興
味
を
抱
き
研
修
意

欲
満
々
の
元
少
女
達
は
次
々
に
質
問
、

さ
す
が
読
み
聞
か
せ
活
動
等
を
し
て

い
る
ご
婦
人
達
。
ガ
イ
ド
役
の
私
も

タ
ジ
タ
ジ
の
有
り
様
で
解
説
力
不
足

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

一
般
論
で
す
が
案
外
地
元
の
人
は

自
分
の
住
む
土
地
が
余
り
に
も
身

近
す
ぎ
て
無

関
心
で
あ
っ

た
り
土
地
の

歴
史
に
疎
い

と
も
言
わ
れ

ま
す
。
ど
ん

な
土
地
に
も

ロ
マ
ン
の
歴

史
が
在
り
今

が
在
り
ま
す
。

地
元
の
歴
史

を
知
る
こ
と

は
今
後
ど
う

生
き
て
行
く

か
、
何
を
子

ど
も
達
に
伝

え
て
い
く
べ
き
か
、
考
え
る
機
会
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
集
ま
る
と
す
れ
ば
少
し
足
を

の
ば
し
て
「
睦
岡
の
ア
ラ
ラ
ギ
発
祥

の
地
近
辺
の
社
寺
や
蕨
氏
が
作
っ
た

農
林
学
校
跡
地
に
つ
い
て
」
学
ぶ
散

策
会
を
、
と
の
話
し
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。「
斎
藤
茂
吉
や
牧
野
富
太

郎
、
長
塚
節
達
が
日
向
駅
か
ら
埴
谷

ま
で
歩
い
た
頃
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
散
策
し
ま
せ
ん
か
」
と
、
こ
の
日

は
散
会
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

山
武
郷
土
ア
チ
コ
チ
会

�

　

代
表　

高
柳　

雅
彦
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松尾地域 「生き物探し」

おもてなし
4 4 4 4 4

の心で迎える！！蓮沼地域
　

７
月
７
日（
木
）に
台
風
４
号
が
熱

帯
低
気
圧
に
変
っ
た
蒸
し
暑
い
中
、

ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
20
数
名
）の
会
員

で
蓮
沼
海
岸
掃
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
ゴ
ミ
の

無
い
綺
麗
な
海
で
の「
海
開
き
」が
で

き
る
様
に
と
の
清
掃
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
で
２
年
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
久
し
振
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
に
は
誰
が
忘
れ
て
行
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
役
目
が
終
っ
て

捨
て
ら
れ
た
の
か
、
大
き
な
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
が
置
き
ざ
り
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
終
っ
て
み
れ
ば
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
一
杯
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
山
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
、
空
港
道
路
に
綺
麗
な
ひ
ま
わ

り
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
が
咲
き
、

道
行
く
人
達
の
目
を
和
ま
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
６
月
９
日（
木
）

に
植
え
た
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
の
会
員

の
お
も
て
な
し
の
心
で
す
。

広
報
委
員　

古
川　

光

　

令
和
４
年
６
月
20
日（
月
）に「
生

き
物
探
し
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
松
尾
田
越
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々
と
先
生

方
と
で
10
年
以
上
前
か
ら
松
尾
小
学

校
２
年
生
を
対
象
に
、
田
越
の
木
戸

川
支
流
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

５
～
６
年
前
か
ら
松
尾
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
も
お
手
伝
い

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
今
回

参
加
し
た

35
名
の
児

童
達
に
安

全
に
楽
し

い
時
間
を

過
ご
し
て

も
ら
お
う

と
、
前
日

に
川
の
水
門
を
開
け
、
当
日
は
田
越

の
集
会
場
に
9
時
30
分
に
集
ま
っ
て

開
始
ま
で
の
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
参
加
し
た
児
童
達
は

長
靴
を
は
き
、
網
を
持
っ
て
川
に
入

り
ま
し
た
。

　

ど
の
子
も

目
を
輝
か
せ
、

早
速
ザ
リ
ガ

ニ
を
見
つ
け

て
大
喜
び
！！

よ
く
見
る
と

何
と
い
る
わ
い
る
わ
ザ
リ
ガ
ニ
の
他

に
も
、
亀
・
ど
じ
ょ
う
・
メ
ダ
カ
が

た
く
さ
ん
。

　

ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
ま
え
た
の
は
女
の

子
、
女
子
は
強
い
で
す
。

　

負
け
ず
に
男
の
子
は
ザ
リ
ガ
ニ
だ

け
で
は
な
く
、
ど
じ
ょ
う
や
亀
を
捕

ま
え
て
ど
の
子
も
大
い
に
楽
し
め
た

様
子
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
に
行
事
の

中
止
が
相
次
い
で
い
た
な
か
、
今
回

実
施
さ
れ
た
生
き
物
探
し
は
、
児
童

達
に
よ
い
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

事
故
も
な
く
無
事
終
了
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
始
め
、
関
係
者

一
同
ほ
っ
と
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
来
年
も
実
施
で
き
ま
す
よ
う

に
と
願
い
ま
す
。

広
報
委
員　

小
梛
と
し
え

　
　
　
　
　

井
部
ミ
サ
ヲ
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令和４年度 
赤い羽根共同募金へのご協力のお願い

 赤い羽根共同募金は、地域の高齢者や障害のある人、子どもたちなどに
対するさまざまな地域福祉活動を支える「じぶんの町を良くするしくみ。」
です。 

 共同募金の特徴は、皆さまから寄せられ
た募金が、募金をした県や市町村の福祉の
推進など「じぶんの町をよくするために使
われる」ことです。 

災害時にも「地域」の活動を支えます。 
大規模災害に備えて、募金の一部を準備金として積み立てています。

（積立限度は募金額の３％で３年間）
令和元年度房総半島台風でも災害ボランティアセンターの設置や、被災

地で復旧・復興活動を行うボランティア団体の支援のために県内 25 市町
村で3,659 万円が活用されました。

また令和３年台風 10 号による大雨の際にも支援を行いました。 

コロナ禍でも「つながりをたやさない社会づくり」を推進します。 

 「困ったときはお互いさま」の精神から
はじまった赤い羽根共同募金。こんな時だ
からこそ、この町を良くするために、困っ
ている人たちを支えるために、「つながり
をたやない社会づくり」を目指して活動を
続けています。 

共同募金のフィールドは地域です。 
 共同募金会は、皆様の身近にある福祉の課題を解決するために、全市町村
に共同募金の窓口を置き、募金活動と助成を行っています。 
 令和３年度の千葉県の助成総額約 5 億 9 千万円のうち、約 4 億 3 千万円
は市町村の身近な福祉のために助成し、約１億 6千万円は県域の福祉のため
に助成しました。

 

 新型コロナウイルス感染症拡大の⻑期化による影響で、職を失い困窮している人や地
域で孤立している人などが増え続けています。地域のための⺠間財源である共同募金は、コ
ロナ禍でも地域で孤立や生きづらさを感じている人の存在に気づき、支え合い、つながり続
ける地域づくりのための支援を行っています。
　山武市では困窮している方のためにお米を保存する保冷庫を整備しました。

助成額の 70％以上は市町村へ 
赤い羽根募金の 70％・市町村歳末たすけあ
い募金の 100％が市町村で活用されます 

いつも赤い羽根共同募金にご協力いただき、心よりお礼申し上げます。 
今年も地域の皆さまの温かいご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

【オライはすぬまで行われた街頭募金】 

問い合せ先 千葉県共同募金会 山武市支会 TEL：0475-82-7102

【台風発生時のボランティア活動】 

【米保冷庫の整備】 

市町村 70％

県全体 

以上 

令和４年度 
赤い羽根共同募金へのご協力のお願い

 赤い羽根共同募金は、地域の高齢者や障害のある人、子どもたちなどに
対するさまざまな地域福祉活動を支える「じぶんの町を良くするしくみ。」
です。 

 共同募金の特徴は、皆さまから寄せられ
た募金が、募金をした県や市町村の福祉の
推進など「じぶんの町をよくするために使
われる」ことです。 

災害時にも「地域」の活動を支えます。 
大規模災害に備えて、募金の一部を準備金として積み立てています。

（積立限度は募金額の３％で３年間）
令和元年度房総半島台風でも災害ボランティアセンターの設置や、被災

地で復旧・復興活動を行うボランティア団体の支援のために県内 25 市町
村で3,659 万円が活用されました。

また令和３年台風 10 号による大雨の際にも支援を行いました。 

コロナ禍でも「つながりをたやさない社会づくり」を推進します。 

 「困ったときはお互いさま」の精神から
はじまった赤い羽根共同募金。こんな時だ
からこそ、この町を良くするために、困っ
ている人たちを支えるために、「つながり
をたやない社会づくり」を目指して活動を
続けています。 

共同募金のフィールドは地域です。 
 共同募金会は、皆様の身近にある福祉の課題を解決するために、全市町村
に共同募金の窓口を置き、募金活動と助成を行っています。 
 令和３年度の千葉県の助成総額約 5 億 9 千万円のうち、約 4 億 3 千万円
は市町村の身近な福祉のために助成し、約１億 6千万円は県域の福祉のため
に助成しました。

 

 新型コロナウイルス感染症拡大の⻑期化による影響で、職を失い困窮している人や地
域で孤立している人などが増え続けています。地域のための⺠間財源である共同募金は、コ
ロナ禍でも地域で孤立や生きづらさを感じている人の存在に気づき、支え合い、つながり続
ける地域づくりのための支援を行っています。
　山武市では困窮している方のためにお米を保存する保冷庫を整備しました。

助成額の 70％以上は市町村へ 
赤い羽根募金の 70％・市町村歳末たすけあ
い募金の 100％が市町村で活用されます 

いつも赤い羽根共同募金にご協力いただき、心よりお礼申し上げます。 
今年も地域の皆さまの温かいご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

【オライはすぬまで行われた街頭募金】 

問い合せ先 千葉県共同募金会 山武市支会 TEL：0475-82-7102

【台風発生時のボランティア活動】 

【米保冷庫の整備】 

市町村 70％

県全体 

以上 
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     １０月１日より赤い羽根共同募金が全国一斉にスタートしました。 

毎年多くの皆さまにご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

 

戸 別 募 金   各区長・自治会長を通し、各世帯へご協力をお願いしています。 
  法 人 募 金   市内の法人等（企業・会社・商店）にご協力をお願いしています。 

各地域の協力者がお願いに伺います。新規にご協力してくださる法人等が 
ございましたらご連絡をお待ちしております。 

職 域 募 金   市内の福祉施設などにご協力を呼びかけます。 
 
＊＊令令和和３３年年度度募募金金実実績績＊＊   ◇ご協力ありがとうございました。 
 
 赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金 

戸別募金 
 

4,540,306 円 
 

10,163 件 
 

1,918,328 円 
 

10,136 件 
 

法人募金 1,504,500 円 344 法人  
そ の 他 

 
365,915 円 

 

街頭・イベント・
学校・個人募金・ 
職域・募金箱等 

345,246 円 その他募金 2 件 
前年度繰越金 

総  計 ６，４１０，７２１円 ２，２６３，５７４円 
                                                       ※前年度締め後受付分・繰越金含む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『マザーズホームの夏まつりweek！』『マザーズホームの夏まつりweek！』『マザーズホームの夏まつりweek！』『マザーズホームの夏まつりweek！』『マザーズホームの夏まつりweek！』

　今年のマザーズ夏まつりは、わにさんパクパクとクレーンゲーム、
そして、もちろん子ども達も大好きな（？）おばけやしきの、３つの
アトラクションを楽しみました。
　まつりのBGMを流せば、いつもの部屋がまつり会場に変身！わにの
口めがけて思いっきりボールを投げる子、欲しいカプセルが取れるま
で何回も並んでチャレンジする子など、みんな夢中になって楽しんで
いました。ゲームとして楽しむことはもちろんですが、「待つ」「選
ぶ」「目と手の協応」などのお勉強要素もしっかり入っています。
　さぁ、楽しいゲームのあとは・・・。おまちかねのおばけやしきで
す。おばけやしきは親子参加のため、お母さんの悲鳴が外まで聞こえ
てきます。自分達が言うのもなんですが、マザーズのおばけやしきは
結構怖いのです。「毎年クオリティが上がっている」と、保護者の方
からお褒めの言葉もいただいちゃいました。そんなプレッシャーに負
けず、来年も楽しくてこわ～い夏まつりを目指します！

取ったど～！！取ったど～！！ あのカプセルが欲しいなぁあのカプセルが欲しいなぁ 先生、早く口開けて～先生、早く口開けて～

クレーンゲームクレーンゲーム

わにさんパクパクわにさんパクパク

山武市簡易マザーズホームだより山武市簡易マザーズホームだより

赤い羽根共同募金 
令令和和２２年年災災害害義義援援金金  

 

みみななささままのの温温かかいいごご支支援援  
ごご協協力力ををよよろろししくくおお願願いいししまますす  

            ※義援金とは、被災された方々へ見舞金等として届く寄付金です。 

      現在受付を行っている主な義援金はこちらです。 
      
○山形県豪雨災害義援金 

      ○長野県災害義援金      全体への義援金も受け付けております。 
     ○佐賀県災害義援金      詳しくは、千葉県共同募金会ＨＰ 

      ○島根県災害義援金      https://akaihane-chiba.jp  
○岐阜県災害義援金       をご覧ください。 
○鹿児島県災害義援金 

     ○大分県災害義援金 
     ○福岡県災害義援金 
     ○熊本県南豪雨災害義援金 など     

 
 
 

社会福祉法人千葉県共同募金会 山武市支会 
(社会福祉法人山武市社会福祉協議会内） 

 

１０月１日より赤い羽根共同募金が全国一斉にスタートしました。

毎年多くの皆さまにご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。

戸別募金　　各区長・自治会長を通し、各世帯へご協力をお願いしています。
法人募金　　市内の法人等（企業・会社・商店）にご協力をお願いしています。
　　　　　　各地域の協力者がお願いに伺います。新規にご協力してくださる法人等がございましたらご連絡をお待ちして
　　　　　　おります。
職域募金　　市内の福祉施設などにご協力を呼びかけます。

＊令和３年度募金実績＊　　　◇ご協力ありがとうございました。

１０月１日から１２月３１日まで
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     １０月１日より赤い羽根共同募金が全国一斉にスタートしました。 

毎年多くの皆さまにご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

 

戸 別 募 金   各区長・自治会長を通し、各世帯へご協力をお願いしています。 
  法 人 募 金   市内の法人等（企業・会社・商店）にご協力をお願いしています。 

各地域の協力者がお願いに伺います。新規にご協力してくださる法人等が 
ございましたらご連絡をお待ちしております。 

職 域 募 金   市内の福祉施設などにご協力を呼びかけます。 
 
＊＊令令和和３３年年度度募募金金実実績績＊＊   ◇ご協力ありがとうございました。 
 
 赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金 

戸別募金 
 

4,540,306 円 
 

10,163 件 
 

1,918,328 円 
 

10,136 件 
 

法人募金 1,504,500 円 344 法人  
そ の 他 

 
365,915 円 

 

街頭・イベント・
学校・個人募金・ 
職域・募金箱等 

345,246 円 その他募金 2 件 
前年度繰越金 

総  計 ６，４１０，７２１円 ２，２６３，５７４円 
                                                       ※前年度締め後受付分・繰越金含む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

戸別募金 4,540,306円 10,163件 1,918,328円 10,136件

法人募金 1,504,500円 344法人

そ の 他 365,915円 学校・個人募金・職域・
募金箱等 345,246円 その他募金　2件

前年度繰越金

総　　計 ６，４１０，７２１円 ２，２６３，５７４円

※前年度締め後受付分・繰越金含む。



山山武武市市ゴゴーールルドドククララブブ連連合合会会（（山山武武市市社社会会福福祉祉協協議議会会 内内））

📞📞📞📞 担担当当：：伊伊藤藤・・須須田田

10：00  >>>> 14：30 

第 1回 松尾 支部 

77 2299 金金

：： ～～ ：：

第 2回 成東東 支部 

99 99 金金

：： ～～ ：：

第 3回 山武 支部 

1111 2299 火火

：： ～～ ：：

第 4回 蓮沼 支部 

11 1122 木木

９９：： ～～ ２２：：

第 5回 成東 支部 

33 77 火火

：： ～～ ：：

令和 4年度 開催月 

7月・9月・11月・1月・3月 

※第4回の蓮沼支部は9:00～12：30までになります。

＜＜内内容容＞＞
◆◆転転倒倒予予防防レレッッススンン運運動動

◆◆レレククレレーーシショョンン

ビビーーンンボボーーリリンンググ・・室室内内ペペタタンンクク

◆◆レレククレレーーシショョンン待待機機者者向向けけココーーナナーー

・・千千葉葉薬薬品品：：健健康康チチェェッックク

・・社社会会福福祉祉協協議議会会：：手手作作りり品品販販売売

・・図図書書館館：：ししおおりりづづくくりり体体験験

・・シシルルババーー人人材材セセンンタターー：：小小物物販販売売

健健康康チチェェッックク

転倒骨折予防プロジェクト

🔶🔶🔶🔶
🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

🔶🔶🔶🔶

※コロナウイルス感染症の状況により延期・中止・内容変更になる場合がございます。

★どなたでも参加できます！★どなたでも参加できます！
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第３回　　山武支部 

11月29日（火）
９：００～１２：３０

◆場所　さんぶの森中央会館
　　　　体育館
◆講座　「専門家に聞いてみよう！
� 高齢者の病気とその予防」

10月26日（水）
成東文化会館
のぎくプラザ
2 階視聴覚室

第４回　　蓮沼支部 

1月12日（木）
９：００～１２：３０

◆場所　蓮沼交流センター

◆講座　「転倒骨折から骨を守ろう」

12月13日（火）
さんぶの森中央会館
1階視聴覚室

第５回　　成東支部 

3月7日（火）
９：００～１２：３０

◆場所　成東文化会館
　　　　　のぎくプラザ
◆講座　「誰でもできる認知症予防・
　　　　　今だからやるべき終活」

2月10日（金）
蓮沼交流センター
1階イベントスペース

内容：転倒予防レッスン運動・レクリエーション（ビーンボウリング・室内ペタンク）・
レクリエーション待機者向けコーナー（千葉薬品：ケンコウチェック・社会福
祉協議会：手作り品販売・図書館：しおりづくり体験・シルバー人材センター：
小物販売・健康チェック）

いきいき暮らせる情報がいっぱい！　近くに住むお友だちと出会える！
気兼ねなくおしゃべりできる！

いきいきわくわく教室いきいきわくわく教室

はなまるサロンさんむはなまるサロンさんむ

《これからの予定》《これからの予定》

　本年度の「いきいきわくわく教室」は “転倒骨折予防”　本年度の「いきいきわくわく教室」は “転倒骨折予防”
をテーマに、主催のゴールドクラブ連合会とさまざまなをテーマに、主催のゴールドクラブ連合会とさまざまな
団体が協力して開催しています。団体が協力して開催しています。
　　生涯現役！生涯現役！を目指し、生きがいを持って楽しみながらを目指し、生きがいを持って楽しみながら
暮らせるキッカケに足を運んでみませんか♪暮らせるキッカケに足を運んでみませんか♪

転倒骨折予防プロジェクト

☆前号でお知らせ☆前号でお知らせ
しましたしました「いきい「いきい
きわくわく教室きわくわく教室
（成東東支部）」（成東東支部）」を、を、
９月９日、コロナ９月９日、コロナ
に負けず無事に開に負けず無事に開
催することができ催することができ
ました。ました。
参加型の講演やレ参加型の講演やレ
クリエーションなクリエーションな
ど、会場の皆さんど、会場の皆さん
と楽しみながら、と楽しみながら、
いろいろな体験がいろいろな体験が
できました♪できました♪

いきいき・
いきいき・

わくわく教室♪
わくわく教室♪

スタート！
スタート！

生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業

ニュース第22報ニュース第22報



【福祉有償運送運転者講習会】 

・日 時 令和 4 年１１月１９日（土） 午前１０時～午後４時３０分 

１１月２０日（日） 午前９時３０分～午後４時３０分 

・会 場 山武市成東老人福祉センター（山武市白幡 1627 番地） 

・受 講 料 協力会員登録者は無料 （受講のみの方は 10,000 円）

・申し込み 11 月 11 日（金）までに事務局へお申し込みください。

申申込込みみ・・問問いい合合わわせせ先先  

山武市社会福祉協議会 在宅福祉推進係 電話 0475-80-0330 

〇協力会員の活動は、活動できる頻度や時間でOKです。
〇活動１時間あたり８００円をお支払いいたします。また、自家用自動車を使用した場合、距離
　に応じて１㎞２５円で計算した額をお支払いいたします。
〇活動するためには、「福祉有償運送運転者講習会」への受講が必要です。山武市を会場に開催
　しますので、ぜひご参加いただき、地域でお困りの方のお手伝いをお願いします。

2022年秋号9

　福祉輸送サービスは、単独で公共交通機関の利用が困難な方の通院や買い物などの
外出支援を行う事業です。
　この事業のお手伝いをしてくださる協力会員を募集しています。

福 祉 輸 送 サ ー ビ ス 事 業福 祉 輸 送 サ ー ビ ス 事 業
協 力 会 員（ボランティア）

大 募 集 ！大 募 集 ！



～令和４年６月21日から４年９月20日までの受付分～（順不同・敬称略）
（社会福祉協議会へのご寄付）

◆お金のご寄付◆
匿名……………………………………………10,000円
匿名……………………………………………  533円
匿名…………………………………………… 5,000円
匿名…………………………………………… 3,068円

◆物品のご寄付◆
農事組合法人さんぶ野菜ネットワーク…… 野菜260㎏、
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　菓子等
金城雅夫……………………………………… 自転車
コミュニティケア街ねっと八街センター…野菜130kg
井野敬一……………………………………… 米60kg
井上染治…………… トマト350ｇ、シシトウ330ｇ、
　　　　　　　　　　　　　　 甘シシトウ320ｇ等
匿名…………………………………………… 食料品
匿名………………………………… 食品、布、日用品
匿名…………………………………………… 米60kg

匿名…………………………………………… 米90kg
匿名………………………………………… 野菜５kg
匿名…………………………………………… 米30kg
匿名…………………………………… そうめん3.5kg
匿名……………………………………………… 洗剤
匿名…………………………敷布団２枚、掛布団１枚

◆資源リサイクル等へのご協力◆
健雀会……………………… ペットボトルキャップ
デリシャス21……………………………… アルミ缶
県立松尾高校JRC部………… ペットボトルキャップ
戸井隆子……………………………………… 古切手
匿名………………………………………………… 布
匿名………………………… ペットボトルキャップ
匿名……………………………………… 牛乳パック

そのほか多数の方々にご協力をいただいています。

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談 法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

10月 4日 11日 18日 25日
11月 1日 8日 15日 22日
12月 6日 13日 20日 27日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

10月 5日 12日 19日 26日
11月 2日 9日 16日 休み
12月 7日 14日 21日 28日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所 成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼出張所（蓮沼ハ233）

予約・問合せ先 山武市社会福祉協議会　☎０４７５－８２－７１０２

　８月の初め、白幡にある成東老人福祉センターでオン
ラインによる「情報発信力強化セミナー研修」を受講しま
した。「見やすい！伝わる！広報紙の作り方」という講義
でした。猛暑が続いていた時期であまり気乗りがしな
かったのですが、「きずな」の広報委員の皆が参加すると
いうこともあり、重い腰を上げました。
　紙面の構成から始まり、レイアウトや文字の大きさ、
色使い、見出しの付け方、内容のまとめ方までのきめ細
やかな講義内容は、まさに目からうろこでした。暑さぼ
けも一気に吹き飛ぶほどの時間でした。

　講義は脱マンネリ化のための紙面づくり方策や老若男
女全てに読んでもらえるための発信方法までにも発展
し、大変勉強になりました。この歳になって新しいこと
を学ばなくてもとの後ろ向きな考えは反省です。いくつ
になっても新しい知識や新しい発見には心が躍ります。
そして、前向きになれます。
　この講義の成果を今後の「きずな」編集にいかし、読み
やすく、多くの皆様に親しまれる紙面作りに生かしてい
くつもりです。今後ともご愛読お願い致します。
� 広報委員　小川　純
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市の人口

男
女

４９,２８８人
２４,９５２人
２４,３３６人

男
女

１８,０４９人
８,３５３人
９,７１６人

65歳以上

令和４年9月1日現在

高齢化率

（前回より0.1％増）
36.６％


